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貨

幣

f自
(
其
一
)

債

の

(
9
1
プ
マ
シ
『
貨
幣
ご
金
』
第
六
章
)

谷

田

義

債
値
副
学
設
は
、
凡
て
従
来
の
見
解
に
従
へ
ば
、
全
経

済
論
の
中
心
に
立
ち
諸
流
仮
の
主
要
な
る
論
争
貼
ご
な

り
、
主
要
な
る
封
立
ご
な
っ
J

し
居
る
如
〈
に
ま
た
貨
幣

償
佐
の
問
題
は
貨
幣
論
に
於
け
る
凡
℃
の
貨
幣
問
題
の

要
駄
で
あ
り
、
其
の
諸
流
振
を
別
つ
究
極
的
自
標
で
ゐ

る
の
既
に
一
般
債
値
概
念
に
就
〈
は
、
其
れ
が
悩
令
主

観
論
で
ゐ
つ
℃
も
、
客
観
論
で
わ
っ
〈
も
.
凡

τ従
来

の
理
論
の
主
要
な
る
誤
謬
の
一
ざ
し
て
、
償
値
ご
低
格

さ
の
混
同
が
合
ま
れ
℃
居
る
の
で
あ
る
が
、
之
ご
同
ヒ

〈
貨
幣
債
依
の
問
題
に
就
て
も
一
一
切
の
論
争
の
問
題
は

此
の
根
本
的
な
税
謬
に
附
着
し
て
居
る
の
で
わ
る
。

夙
に
ア
η
ノ
ス
ト
-
プ
レ
ス
は
貨
幣
論
上
の
主
嬰
問
題
が

貨
幣
は
法
制
よ
り
費
す
る
か
自
然
よ
り
接
す
る
か
に
在

第
三
十
三
谷

ハ
九
四
九
〉

料

貨

幣

資

の

る
乙
ご
を
喝
破
し
℃
烏
る
。
此
の
基
本
問
題
は
形
態
を

趨
化
し
℃
今
日
に
至
る
ま
で
貨
幣
論
を
支
配
し
、
親
近

貨
幣
論
に
於
て
は
、
其
の
中
心
に
立
つ
℃
居
る
慣
値
理

論
の
如
何
に
ょ
っ

τ金
属
主
義
的
貨
幣
準
設
ご
章
券
貨

幣
事
説
ご
の
調
立
ご
な
っ
〈
現
は
れ
た
。
前
者
に
操
れ

ば
、
貨
幣
償
値
は
貨
幣
が
之
れ
に
基
℃
呼
ば
れ
れ
制
ば
な

ら
同
所
の
許
債
素
材
、
即
ち
今
日
は
原
別
言
し
て
金
、

か
ら
殺
す
る
も
の
£
し
℃
居
る
ο

後
者
に
従
へ
ば
、
貨

幣
は
法
か
ら
持
す
る
の
で
わ
っ
て
、
即
ち
章
券
率
設
の

主
要
な
る
代
表
者
で
ゐ
る
ク
ナ
y

プ
(
(
戸
}
戸
間

5
2
)

の
如
主
は
、
貨
幣
を
以
℃
「
法
制
の
所
産
」
ご
」
沿
っ

τ

居
る
。
併
し
な
が
ら
質
際
ク
ナ
y

プ
の
見
解
の
如
さ
草

券
的
見
解
は
最
早
某
の
脇
棋
連
の
頂
上
に
到
達
し
た
の
で

ゐ
る
が
、
彼
の
唱
道
し
た
る
所
は
宅
も
経
際
的
貨
幣
事

説
で
は
な
く
し
℃
単
に
貨
幣
固
定
亭
誌
で
ゐ
る
か
ら
其

れ
は
ク
ナ
少
プ
が
名
目
的
貨
幣
論
ご
名
附
け
℃
居
る
所

の
貨
幣
論
の
康
汎
な
る
概
念
の
一
の
亜
流
に
外
な
ら
ね

の
で
ゐ
る
。
名
目
的
貨
幣
理
論
に
於
て
は
貨
幣
償
値
は

貨
幣
素
材
の
憤
値
よ
り
起
る
の
で
は
な
く
し

τ
(之
れ

償

値

第
六
時
嗣

四



第
三

T
三
稔

(
九
五

Q
〉

貨

料

資

事ヰ

の

名
目
主
義
が
凡
で
の
場
合
に
於
て
金
属
主
義
の
反
割
論

た
る
所
以
)
之
を
以
て
購
買
す
る
乙
乏
の
出
来
る
財
よ

り
偉
導
せ
ら
れ
る
の
で
わ
る
J

夙
に
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
九

は
此
の
原
則
を
喝
破
し
た
が
、
彼
は
営
時
却
℃
金
属
主

義
貨
幣
論
に
到
達
し
た
の
で
ゐ
り
、
向
今
日
ざ
離
も
妹

夏
多
数
の
貨
幣
論
上
の
折
衷
論
者
は
之
を
金
属
主
義
的

見
解
、
ま
た
は
章
券
的
見
解
さ
混
同
し

τ居
る
の
で
ゐ

る
。
純
名
目
的
貨
情
理
論
は
ク
ナ
y

プ
の
章
券
串
説
の

如
〈
に
、
貨
幣
を
岡
家
ま
た
は
法
制
に
蹄
せ
し
め
な
い

限
り
は
、
指
園
事
読
さ
名
附
け
る
乙
さ
が
出
来
る
長

に
指
箇
主
は
既
設

L
れ
る
が
知
え
法
的
論
家
櫨
の
設
券
化
の
加
者
待
殊

の
法
的
意
義
ド
解
ぜ
ら
る
べ
き
も
の
で
な
く
、
単
に
支
携
の
務
望
即
ち
見

込
k
同
一
意
義
誉
市
す
最
も
一
般
的
意
味
さ
解
ぜ
ら
ろ
〉
此
の
事
説

は
貨
幣
は
車
に
符
鏡
、
指
圏
、
借
値
表
彰
英
他
の
穂
々

の
名
穣
が
意
味
す
る
所
を
認
む
る
も
の
で
あ
り
、
従
℃

葉
の
代
表
者
は
貨
幣
債
値
に
就
℃
も
著
し
く
臭
っ
た
見

解
セ
有
つ
℃
居
る
。

娃
仁
吾
人
は
章
券
皐
設
さ
は
車
仁
ク
ナ
ヅ
プ
及
び
殺

の
組
遁
者
が
貨
幣
僧
値
を
法
律
、
即
ち
法
制
に
蹄
せ
し

慎

1l 

第
六
筑

匹E

め
て
居
る
所
の
皐
説
三
解
し
た
い
。
何
ご
な
な
れ
ば
章

券

(
O
E
H
S
)

さ
は
車
に
符
競
の
み
で
は
な
く
法
律
を

も
意
味
し
て
居
る
か
ら
で
わ
る
G

ま
た
吾
人
は
貨
幣
償

値
、
ま
た
は
其
の
購
買
力
を
許
債
素
材
に
蹄
せ
し
め
な

い
所
の
一
切
の
曲
学
説
を
名
目
準
設
さ
名
附
け
む
ご
欲
す

る
。
故
に
吾
人
の
理
論
も
勿
論
一
の
名
目
事
説
で
わ
る

が
、
主
(
れ
は
未
だ
従
来
の
一
つ
、
ま
た
は
他
の
事
設
の
代

表
さ
は
言
は
れ
な
い
。
即
ち
某
の
闘
す
る
所
は
理
論
附

如
何
に
在
る
。
吾
人
は
名
目
的
見
蝉
の
古
い
理
論
附
の

企
℃
を
指
闘
印
字
説
の
下
に
総
括
せ
む
乙
ご
を
欲
す
る
。

何
乏
な
れ
ば
哀
れ
は
執
れ
も
現
貫
的
支
梯
用
具
の
み
を

以
℃
貨
幣
な
り
さ
考
察
す
る
駄
に
於
℃
、
吾
人
の
名
目

的
貨
幣
理
論
吉
区
別
せ
ら
れ
る
か
ら
で
ゐ
る

夙
に
指
圃
串
設
は
種
々
の
要
式
に
於
℃
?
ヲ
c

ベ
目
プ

ィ

1
0
官

y

ク
。
モ
ン
ア
メ
キ
ュ

1
某
他
多
数
の
亭
者

に
よ
っ
℃
代
表
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
最
近
の
貨
幣

論
に
於
て
此
の
中
仁
算
入
せ
ら
る
べ
き
は
オ
少
ト
・

ρ

イ
ン

(φ

・
出
去
る
が
居
る
。
併
し
此
の
指
園
事
設
が

多
〈
の
組
遁
者
を
見
出
し
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、



其
れ
は
現
に
吾
々
に
明
か
で
あ
る
様
に
指
園
皐
説
が
数

量
的
、
唯
物
的
基
礎
に
立
っ
て
居
る
所
の
偉
統
的
経
済

理
論
の
館
系
、
即
ち
現
在
の
財
亭
に
適
合
せ
な
か
っ
た

さ
一
言
ふ
誇
で
は
な
い
。
吾
人
が
指
闘
皐
説
に
到
達
し
た

の
は
金
〈
事
費
関
係
の
観
察
に
基
い
℃
之
を
理
論
附
け

む
さ
企
℃
た
る
結
果
で
わ
っ

τ、
従
℃
特
殊
な
る
貨
幣

事
設
に
逢
着
し
℃
居
る
の
で
ゐ
る
。
併
し
な
が
ら
此
の

名
目
的
貨
幣
理
論
三
一
般
的
貨
幣
理
論
さ
の
融
合
は
到

底
不
可
能
で
あ
っ
た
。
議
に
於
て
吾
人
は
専
門
的
に
貨

幣
事
者
で
は
な
〈
、
貨
幣
を
一
般
的
経
揖
理
論
の
範
鴎

に
於
て
考
察
せ
む
さ
す
る
所
の
経
隣
串
者
、
例
へ
ば
殊

に
最
近
フ
ォ
ン
・
グ
ヰ

1
ザ

1
(
4・
J
d
百
四
円
)
の
著
枇

曾
経
済
事
原
理

(
C
Sロ

r
z
r円
切

035-SEErw

切

S
Q
H・
)
に
於
て
、
吾
人
は
名
目
的
貨
幣
見
解
言
葉
他

の
部
分
に
於
け
る
唯
物
的
経
済
理
論
さ
の
聞
に
特
徴
的

な
る
矛
盾
を
見
出
す
の
で
あ
る
。

輪
、
近
仁
於
け
る
多
数
の
貨
幣
観
者
も
亦
た
一
般
経
済

理
論
の
不
満
な
る
賦
態
に
基
言
説
明
せ
ら
れ
て
居
る
折

衷
論
に
傾
い
℃
居
る
が
、
貨
幣
現
象
の
異
の
説
明
に
至

第
三
十
三
巻

m
九
五
一
〉

資

車l

貨

幣

つ
壬
は
之
を
関
却
し
℃
居
る
の
で
あ
る
。
期
か
る
説
明

は
貨
幣
を
魁
掛
会
館
の
の
極
究
の
基
礎
に
、
即
ち
個
人

の
欲
望
に
結
び
つ
け
ね
ば
な
ら
ね
の
で
わ
っ

τ、
之
よ

り
し
℃
凡
て
の
交
検
経
済
的
特
出
物
さ
同
ヒ

t
貨
幣
を

組
織
的
に
説
明
附
け
ね
ば
な
ら
泊
諜
で
ゐ
る
。
へ

W

プ

エ
η
ノ
ヒ
(
目
白
色
町
G
5
5
の
著
作
も
亦
た
此
の
折
衷
的

文
献
に
属
す
る
の
で
あ
っ

τ、
吾
人
は
貨
幣
理
論
の
個

々
の
貼
仁
於
℃
は
、
某
の
卓
越
し
た
る
研
究
に
よ
り

τ

本
書
に
負
ム
所
わ
る
も
、
貨
幣
の
一
般
理
論
的
理
解
に

於
℃
取
る
べ
き
所
な
き
は
一
般
経
情
理
論
の
不
明
確
な

る
故
で
あ
る
。-

名

目

主

義

金
属
主
義
的
見
解
は
今
日
間
は
全
く
優
勢
な
る
地
位

を
占
め
℃
居
る
。
此
の
見
解
が
交
換
取
引
現
象
を
財
の

数
量
聞
の
闘
係
ご
し
て
説
明
附
け
む
ご
す
る
所
の
財
事

さ
し
て
の
在
来
の
技
術
的
、
唯
物
的
経
済
理
論
ご
全
然

合
致
す
あ
乙
吉
は
ま
た
容
易
に
洞
察
す
る
乙
さ
が
出
来

る
。
同
様
に
此
の
見
解
は
債
値
ご
慣
格
さ
の
混
同
の
結

の

領

値

一
四
三

第
六
時
孤



第
三
十
三
倉

(
九
五
二
〉

資

3ま

書手

刈
字
申
平

果
、
素
材
慣
値
ご
ま
た
職
能
債
値
ご
を
問
は
示
、
一
の

絶
劃
債
値
を
信
、
下
る
今
日
の
償
値
間
半
説
ご
も
一
致
す
る

の
で
あ
る
。
此
の
債
値
皐
説
は
一
切
の
財
の
憤
佐
に
就

τ、
経
済
生
活
上
に
於
け
る
客
観
的
表
現
を
信
ヒ
た
る

が
如
く
、
ま
た
貨
幣
債
値
を
問
題
ご
し
℃
白
然
其
の
根

底
を
な
す
貴
金
属
、
即
ち
金
に
於
℃
貨
幣
債
値
を
見
出

し
た
。
比
の
金
属
主
義
的
見
解
の
み
が
在
来
の
経
済
理

論
に
適
合
す
る
の
で
あ
る
が
名
目
主
義
的
見
解
は
之
に

適
合
す
る
も
の
で
は
な
い
乙
さ
は
敢
て
疑
を
容
れ
泊
所

で
ゐ
る
。

併
し
名
目
主
義
の
代
表
者
の
内
に
は
、
殊
に
オ
y
ト

1
・
ハ
イ
ン
は
一
般
経
済
理
論
を
改
善
す
ぺ
〈
微
弱
な

が
ら
そ
の
試
み
を
な
し
た
υ

唯
川
イ
ン
も
償
健
概
念
に

闘
し
〈
一
般
的
の
説
明
か
ら
到
底
離
脱
す
る
乙
さ
が
出

来
な
か
っ
た
た
め
彼
は
之
の
名
目
主
義
的
貨
幣
見
解
の

理
論
的
基
礎
附
に
は
到
達
す
る
乙
吉
が
出
来
な
か
っ
た

の
で
ゐ
る

(
d
M
H
H
4一
一
づ
一
日
弓
品
目
)
リ
故
に
他
の

名
自
主
義
者
は
縄
済
理
論
に
よ
り
℃
自
分
の
見
解
を
支

持
す
る
さ
の
根
底
を
放
棄
し
た
る
か
、
若
し
く
は
貨
幣 の

f五

第
六
時
榊

一
四
四

償

理
論
を
一
般
経
梼
理
論
か
ら
切
離
し
て
樹
立
す
る
乙
さ

が
出
来
る
も
の
さ
信
と
た
の
で
わ
る
Q

是
れ
ク
ナ
y

プ

の
貨
幣
固
定
設
に
於
℃
殊
に
然
る
所
で
み
の
り
、
従
℃
宜
(

れ
は
高
々
貨
幣
の
法
律
的
説
明
に
過
ぎ
止
る
可
く
経
済

的
説
明
で
は
な
い
。
此
の
事
は
ま
た
彼
の
組
連
者
で
ゐ

る
イ
ン
デ
イ
ク
セ
ン
(
匂
・
∞
0
2

日
目
ロ
)
の
研
究
に
も
官

級
る
ο

彼
は
貨
幣
の
経
済
理
論
は
タ
ナ
y

プ
が
中
止
し

た
る
勅
よ
り
始
ま
る
さ
な
し
、
而
も
固
定
事
説
は
貨
幣

の
基
礎
理
論
で
わ
っ
℃
、
之
れ
に
闘
し
て
宰
の
な
き
こ

芯
は
恰
も
九
々
算
に
於
け
る
が
如
く
で
ゐ
り
、
従
℃
貨

幣
国
定
皐
説
は
満
足
な
る
貨
幣
の
経
済
的
理
論
に
矛
盾

す
る
も
の
で
は
な
く
、
否
却
℃
其
の
根
底
を
な
す
も
の

さ
考
え
℃
居
る
の
で
あ
る
。

之
れ
確
か
に
正
嘗
で
は
な
い
ο

グ
ナ
y

プ
も
其
他
の

名
目
主
義
的
見
解
の
代
表
者
芯
全
〈
同
ヒ
く
貨
幣
の
固

有
本
質
之
内
部
経
済
的
職
能
を
閑
却
し
た
の
で
わ
る
。

従
℃
彼
は
其
の
理
論
の
経
済
的
基
礎
附
に
於
℃
詳
細
な

る
穿
撃
を
な
す
乙
さ
な
く
し
℃
、
直
一
r

ろ
彼
の
名
目
主
義

的
見
解
の
競
り
た
る
経
済
理
論
を
置
さ
、
之
に
擦
れ
ば



貨
幣
は
法
制
の
所
産
で
あ
り
、
従

τ貨
幣
さ
は
如
何
な

る
も
の
で
あ
る
が
、
貨
幣
は
何
物
三
し
て
通
用
す
べ
き

か
は
園
家
が
定
ゆ
る
の
で
ゐ
り
、
故
に
素
材
的
に
無
償

値
な
る
如
何
な
る
も
の
に
貨
幣
の
性
質
を
賦
典
す
る
が

を
決
す
る
は
.
躍
に
国
家
櫨
力
な
る
乙
ご
を
主
張
す
る

乙
さ
に
よ
り
て
貸
借
の
債
値
は
僧
倍
ゐ
る
素
材
に
結
合

す
る
も
の
で
な
い
ざ
な
す
の
で
わ
る
υ

ク
ナ

y

プ
が
比

の
見
解
に
到
達
し
た
の
は
犀
利
な
る
観
察
者
ご
し
℃
で

あ
っ

τ、
彼
が
事
育
関
係
、
特
に
填
太
利
の
貨
幣
制
度

の
観
察
よ
り
貨
幣
の
章
券
的
特
性
を
詰
主
、
期
〈
℃
金

属
主
義
の
否
定
に
到
達
せ
拍
ば
な
ら
な
か
っ
た
結
論
は

在
来
の
鰐
済
理
論
ご
は
一
致
せ
な
い
乙
さ
は
ま
た
彼
自

わ
ら
戚
ヒ
た
所
で
わ
る
Q

ク
ナ
y

プ
は
車
に
事
賞
闘
係

の
観
察
か
ら
比
の
認
識
を
波
み
取
り
、
其
他
の
理
論
的

見
解
に
於
℃
は
依
然
ざ
し
て
博
統
的
唯
物
的
経
凶
械
の

根
底
に
坐
し
た
る
た
め
、
地
の
認
識
に
到
迷
す
る
乙
ご

は
彼
に
取
っ

τ如
何
に
至
難
で
わ
っ
た
か
は
、
次
の
章

句
に
嬢
っ
て
明
か
で
ゐ
る
。

「
名
H
的
借
値
単
位
が
財
の
支
梯
用
具
的
位
低
ヘ
即
ち

第三十一一一品種

(九五一一マ

資

貨

料

懲

一
定
の
交
換
用
具
に
よ
り
て
表
現
せ
ら
れ
て
居
る
所
の

償
値
)
の
剣
闘
に
全
く
嘗
簸
る
乙
定
を
承
認
す
る
は
余

の
内
心
久
し
く
矛
盾
ざ
な
っ

τ居
っ
た
。
其
れ
は
殆
-w」

凡
℃
の
人
の
誤
謬
で
み
の
り
、
ま
た
余
の
諜
謬
で
も
わ
っ

た
Q

何
さ
な
れ
ば
余
は
債
錨
剣
臨
酬
は
財
ご
が
比
鞭
せ
ら

た
れ
る
時
に
就
℃
趨
る
も
の
一
吉
ヰ
ヘ
℃
居
た
わ
ら
で
み
の

る
|
。
所
が
A
1
車
に
主
張
し
得
る
所
は
最
一
初
の
償
値
判

断
が
期
〈
し
℃
起
っ
た
ご
一
一
員
ム
に
過
ぎ
な
い
Q

若
し
比

の
種
の
剣
闘
が
出
来
上
つ
℃
し
ま
へ
ば
、
最
早
直
接
に

財
芯
財
ご
を
比
較
す
る
乙
吉
は
必
要
で
は
な
い
。
然
る

時
に
は
名
目
的
、
単
に
歴
史
的
に
確
定
せ
ら
れ
て
居
る

債
低
単
位
を
用
む
℃
財
に
調
し
℃
債
値
剣
蹴
が
賦
奥
せ

ら
れ
得
る
の
で
あ
る
』
さ
(

p

・
m
・
0
・
ω
呂
)

人
、
若
し
寸
経
済
す
る
」
(
司
一
三
8
5
3
3
)
ご
は
必
守

し
も
財
の
獲
母
で
は
な
く
利
用
ご
費
用
ご
の
比
鋭
、
即

ち
成
る
心
掛
仰
の
も
の
で
ゐ
る
乙
ご
を
訴
に
認
誠
し
℃

居
た
な
れ
ば
、
蕊
に
財
イ
」
財
ご
を
比
脱
す
る
こ
ご
は
全

然
越
ら
な
い
の
で
ゐ
h
y

、
少
く
さ
も
数
量
削
に
之
を
比

較
す
る
の
で
は
な
い
の
で
ゐ
っ
て
、
.
快
、
若
し
く
は
不

の

値

一四五

第
六
時
制

償



第
三
十
一
一
守
谷

ハ
九
五
回
u

幣

資

貫

悲喜

快
の
戚
を
比
較
す
る
の
で
あ
る
こ
ご
を
疾
に
曾
偽
し
た

で
ゐ
ら
ヲ
ハ
人
り
議
る
知
く
貨
幣
的
表
現
砂
ち
償
格
。
辛
い
「
賦

拠
ぜ
ら
れ
れ
い
る
償
値
剣
愉
」
ハ
岳
民
@
泊
。

rog
巧
2
5ス
丘
一
。
)
左
考
へ

る
の
も
ま
れ
根
本
的
談
謬
で
あ
る
。
若
L
債
格
引
い
表
示
ぜ
ら
れ
於
鍛
値
剣

断
、
在
す
る
な
れ
ば
、
一
の
財
硲
購
買
す
る
凡
て
の
人
民
之
ら
同
様
じ
詳
偵

し
て
居
る
容
で
あ
る
υ

グ
ナ
ッ
プ
の
知
晶
、
犀
刻
の
頭
脳
ル
以
て
V

く
平
易

なる
M

出
川
刻
々
認
め
な
ど
十
い
主
は
不
思
議
℃
わ
る
)

Q

不
快
の
戚
は

費
用
ざ
し
℃
利
用
獲
得
に
唯
、
間
接
仁
役
立
つ
所
の
も

の
に
附
随
し
、
従
て
抽
象
的
計
算
単
位
に
も
、
其
れ
が

一
般
じ
受
取
ら
れ
て
交
換
取
引
上
、
享
奨
財
の
獲
得
の

安
全
が
保
詮
せ
ら
る
る
限
り
、
之
に
も
附
随
し
℃
居
る

の
で
あ
る
。
貨
済
の
購
買
力
は
唯
、
此
の
享
襲
財
の
獲

得
に
依
繋
し
℃
居
る
の
で
あ
っ

τ、
如
何
な
る
素
材
的

特
性
に
も
依
緊
し
℃
居
る
の
で
は
な
い
。

斯
く
し
て
ク
ナ
y

プ
が
殺
の
著
作
の
弘
一
顕
に
於
℃
貨

幣
k
法
制
の
所
産
さ
名
附
け
た
の
勿
論
不
正
品
目
で
あ
っ

て
、
偏
頗
な
歴
史
的
、
蹄
納
的
考
察
仁
迫
従
し
℃
、
組

織
的
、
理
論
的
基
礎
附
を
敏
除
し
℃
居
る
の
で
あ
る
d

何
さ
な
れ
ば
本
来
の
貨
幣
で

b
b
、
貨
幣
の
経
鱗
的
本 の

健

第
六
一
務

一
回
大

償

質
た
る
も
の
は
、
取
り
も
区
百
歩
、
国
家
が
遺
出
す
る

の
で
は
な
い
計
算
単
位
記
し
て
の
貨
幣
の
内
部
経
済
的

及
変
抑
的
肱
能
で
み
ゆ
る
か
ら
で
ゐ
る
。
国
家
は
銑
存
の

計
算
単
位
を
名
和
附
砂
、
此
の
計
算
単
位
は
如
何
に
し

℃
外
的
貨
幣
に
於
け
る
形
態
を
取
る
べ
き
か
を
確
定
し

百
三
十
九
筒
二
分
の
一
が
一
封
り
金
に
相
官
し
て
居
る

所
の
金
貨
の
十
分
の
一
を
『
マ

Y

ク』

Z
名
稽
附
く
る

こ
J

こ
を
、
決
定
す
る
の
で
ゐ
る
が
、
併
し
此
の
計
算
単
位

が
如
何
に
通
知
す
べ
き
か
、
業
れ
が
財
に
謝
す
る
許
伯

即
ち
主
(
の
購
買
力
主
決
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
此
の

購
民
力
は
一
方
に
於
℃
所
得
三
一
倍
格
の
闘
係
仁
よ
っ
て

決
定
せ
ら
れ
、
他
方
に
於
℃
之
を
以
℃
欲
望
充
足
上
到

捷
せ
ら
る
る
も
の
に
よ
っ
て
決
定
せ
ら
れ
る
。
財
の
量

を
脇
町
具
す
る
の
は
貨
勝
で
は
な
く
し

τ、
計
算
単
位
に

於
て
現
は
出
れ
て
居
る
所
の
所
得
で
あ
る
け
此
の
計
算

的
所
得
が
川
別
し
て
金
属
貨
幣
、
銀
行
券
又
は
手
形
、
配

官
設
券
等
の
執
れ
に
於
℃
成
立
し
℃
居
る
か
は
問
ふ
所

で
は
な
い
。
欲
望
充
足
に
賞
っ
て
消
費
せ
ら
る
る
の
は

貨
幣
で
は
な
く
所
得
で
あ
る
(
質
仁
泊
読
者
の
大
部
分



の
購
買
は
今
日
既
に
貨
幣
な
く
し
℃
行
は
れ
℃
居
る
)
。

貨
幣
の
個
数
が
費
用
財
た
る
に
非
ら
ム
ダ
し
℃
、
墜
に
計

算
単
位
の
幾
情
か
が
費
用
財
で
み
る
。
所
得
芭
は
貨
鮮

の
額
で
は
な
く
し
て
、
唯
計
算
単
位
(
即
ち
、
貨
併
も

之
れ
を
以
℃
呼
ば
れ
℃
居
る
所
の
九
州
母
)
に
於
℃
現
は

3
れ
℃
居
る
所
の
額
で
あ
っ
て
、
之
れ
が
各
個
人
経
済

に
於
て
利
用
し
及
費
用
の
比
綬
の
基
礎
ご
な
り
、
謀
れ

よ
り
し
℃
、
会
交
換
取
引
に
於
壬
は
再

α債
格
に
導
か

れ
℃
居
る
の
で
あ
る
。

戦
時
中
、
貨
齢
制
度
の
接
展
に
よ
り
℃
名
目
的
貨
幣

見
解
は
買
に
一
層
の
強
み
を
得
℃
来
た
の
で
わ
る
。
而

も
之
に
劃
す
る
ク
ナ
y

プ
の
法
的
理
論
附
に
至
っ
て
は

然
う
で
は
な
い
。
殊
に
瑞
典
及
び
ア
U
Y

ゼ
ン
チ
シ
に
於

て
は
稜
券
銀
行
が
最
早
金
を
受
取
る
乙
さ
を
欲
し
な
か

っ
た
た
め
に
銀
行
券
は
金
に
調
し
「
開
き
』
を
生
と
た

の
で
あ
る
が
、
此
の
事
賢
は
金
属
主
義
者
に
取
っ

τ
一

考
に
値
す
る
所
で
あ
る
。
之
れ
を
精
細
に
検
す
れ
ば
、

費
に
名
目
主
義
は
一
の
論
理
的
自
明
論
で
あ
る
が
、

A
1

備
段
此
の
見
解
の
経
済
理
論
的
基
礎
附
は
金
〈
敏
け
℃

第
三
十
一
一
一
俗

料

貨

幣

ハ
九
五
五
}

資

居
℃
、
之
れ
は
到
底
一
の
唯
物
的
憧
系
に
於
℃
は
不
可

能
な
る
所
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
故
に
今
日
の
終
務
理

論
の
主
た
る
代
表
者
は
金
嵐
主
義
的
見
解
を
固
持
し
℃

居
る
の
で
ゐ
る
。
之
れ
を
明
か
に
す
る
た
め
に
余
は
一

の
代
表
的
な
意
見
を
掲
げ
よ
ラ
ご
思
ふ
。
カ

l
y
・
デ

イ
1

U

F

(

間
宮
】
ロ
ゲ
一
)
は
言
よ
Q

円
ク
ナ
y

プ
は
貨
幣
は
一
闘
の
封
内
取
引
に
於
て
、

素
材
償
値
が
な
く
Z
も
可
能
で
あ
る
芯
主
張
し
℃
居

る
。
然
る
に
事
賃
上
我
が
濁
逸
貨
幣
は
金
然
無
素
材

償
値
的
で
は
な
い
。
即
ち
其
れ
は
悉
く
現
質
的
金
嵐

貨
幣
に
基
礎
し
て
居
る
所
の
貨
幣
代
用
物
に
関
す
る

所
で
あ
る
金
属
主
義
者
は
単
に
金
本
位
自
身
が
維
持

せ
ら
れ
℃
居
る
時
は
農
汎
な
る
範
囲
に
互
つ

τ、
貨

幣
の
代
用
具
が
可
能
で
あ
る
乙
さ
を
争
っ
た
の
で
は

な
い
!
。
裁
が
戦
時
貨
幣
朕
態
は
去
も
ク
ナ
y

プ
の

組
一
訟
に
有
利
に
し
℃
金
属
主
義
事
設
に
不
利
な
る
詮

撲
さ
な
る
の
で
は
な
く
、
闘
滑
な
る
経
糠
取
引
は
素

材
憤
値
を
有
つ
貨
幣
の
必
要
な
る
乙
ご
は
依
然
ざ
し

て
存
す
る
所
で
あ
る
!
。
生
産
が
任
意
に
商
品
を
市

吃〉

償

範

一
四
七

第
六
時
蜘



第
三
十
一
一
一
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五
六
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資

'Il~ 

料

賞

場
に
投
守
る
所
の
伺
ケ
の
私
人
に
委
ね
ら
れ
℃
居
る

限
h
は
(
?
ゴ
蕗
に
億
値
比
較
用
具
が
存
在
せ
ね
ば

な
ら
ね
(
貨
帯
主
慣
値
を
以
℃
交
換
者
の
問
に
於
け

る
交
換
物
の
僚
倍
の
比
較
用
具
で
あ
る
さ
は
面
白
な

る
税
謬
で
あ
る
〕
。
生
産
着
は
購
買
を
望
む
消
費
者

に
向
つ
℃
ア
午
、
設
は
我
が
高
品
に
請
し
℃
何
程
を

奥
え
む
さ
欲
す
る
か
を
一
一
般
に
好
ま
れ
て
居
る
所
の

物
、
例
へ
ば
金
を
以
て
評
債
せ
よ
」
ず
』
求

U
る
乙
ご

が
出
来
位
ば
な
ら
ぬ
』
さ

0
9
2
2
r
g早
急

間

宮

内

】

回

目白話

8
0町
民
知
出
向
包
囲
去
三
宮
話
。
-
Pュ£
3
ω
Z円
仲
間
且

Z
E
E
-

国
・
日
9
・
)
。

此
の
最
後
の
章
句
は
正
鵠
を
得
℃
居
ら
な
い
乙
吉
、

即
ち
何
人
三
躍
も
受
領
す
る
商
品
に
持
し
て
何
程
を
奥

ム
る
か
を
金
に
基
℃
評
債
す
る
も
の
に
非
ら
苫
る
乙
ぎ

に
就
℃
は
最
早
論
議
す
る
必
要
は
な
い
。
併
し
更
に
金

属
本
位
貨
の
み
が
貨
幣
で
ふ
の
っ
て
、
凡
J

し
其
他
の
も
の

は
単
に
貨
幣
代
用
物
で
あ
る
さ
宇
張
す
る
の
は
言
葉
の

争
に
過
ぎ
ね
の
で
あ
る
。
其
の
購
買
力
が
金
属
貨
幣
の

購
買
力
か
ら
全
く
濁
立
せ
る
不
換
紙
幣
が
存
在
し
℃
居

の

債

目立

第
六
務

一
回
入

る
乙
f

」
、
及
び
多
数
の
岡
家
は
金
属
本
位
を
固
持
せ
宇

期
る
純
紙
幣
本
位
を
永
く
保
持
し
燕

b
、
ま
た
、
中
に

は
今
日
常
ほ
之
れ
を
保
持
し
、
ま
た
弊
害
な
く
永
緩
的

に
保
持
し
得
た
も
の
も
有
る
さ
の
争
ム
乙
さ
の
出
来
な

い
事
震
は
経
済
理
論
に
於

τ、
之
を
説
明
附
け
ね
ば
な

ら
ぬ
。
併
し
利
用
ご
稀
少
性
さ
に
基
く
所
の
償
値
概
念

を
打
ち
樹
て
、
、
之
れ
に
操
っ
て
財
の
債
値
の
一
般
的

尺
度
を
見
出
し
、
ま
た
之
れ
に
嬢
つ
℃
慣
低
め
る
素
材

に
具
時
化
せ
ら
れ
℃
居
る
所
の
貨
幣
の
一
般
的
尺
度
を

見
出
し
得
た
も
の
さ
考
へ
℃
居
る
唯
物
的
経
済
理
論
は

此
の
説
明
附
を
遂
た
す
乙
吉
は
出
燕
ぬ
の
で
わ
る
。
そ

の
説
明
附
は
財
の
生
産
及
素
材
の
獲
得
及
び
素
材
の
消

費
ご
は
何
等
の
交
渉
を
持
っ
て
居
ら
ね
所
の
経
済
の
本

質
さ
個
人
経
済
に
於
け
る
貸
借
の
職
能
を
合
理
的
に
認

識
す
る
に
よ
り
〈
唯
可
摘
さ
な
る
の
で
あ
る
。

併
し
吾
人
は
本
題
に
蹄
っ
て
意
努
事
説
に
就
℃
論
廿

ょ
う
。
正
営
な
る
経
済
理
論
の
快
除
し
て
居
る
た
め
に

此
の
経
済
理
論
に
採
っ
℃
は
貨
幣
倍
儲
が
素
材
か
ら
濁

立
し
℃
居
る
芯
の
蹄
納
的
に
得
た
る
認
識
を
基
礎
附
く



る
乙
J

と
は
出
来
な
い
。
貨
幣
章
券
論
者
は
貨
鮮
の
一
職

穂
先
る
法
的
職
能
、
即
ち
法
的
支
榔
用
具
た
る
職
能
を

強
く
主
較
し
、
質
に
之
を
貨
幣
の
基
本
職
能
さ
者
倣
し

て
居
る
の
で
わ
る
。

章
得
準
設
の
組
越
者
が
貨
轡
償
値
は
法
制
の
所
産
で

あ
っ
て
、
岡
家
は
特
定
の
貨
幣
を
迩
出
し
、
此
の
章
券

は
百
『
7
w
y

グ
」
に
通
用
す
べ
し
さ
宣
言
す
る
乙
ざ
に

よ
っ
℃
、
ま
た
貨
幣
の
購
買
力
を
決
定
す
る
も
の
さ
信

や
る
も
の
ご
す
れ
ば
、
之
れ
は
全
く
根
本
的
税
謬
で
あ

る
乙
さ
は
勿
論
で
み
る
。
併
し
少
〈
ご
も
凡
の
名
目
的

貨
幣
搬
の
組
述
君
が
之
れ
を
主
張
し
た
の
で
は
な
く
、

例
へ
ば
オ
y
ト
1

・P
イ
ン
が
並
(
の
論
文
叶
品
目
平
山
押
貨
幣
準

設
韓
議
論
』

(
N
5
3
Z由
主
∞
ロ
ロ
ぬ
臼

2
2申告一
F
g号

。白血。巾
Eg)(HJUUr
比一一一九
d
h
丸山詑
h
}門別

i.)に
於
℃
之

に
反
劃
し
た
の
は
営
然
吉
中
一
一
口
は
ね
ば
な
ら
ね
。
併
し
此

等
の
章
券
論
考
も
正
嘗
な
る
経
済
理
論
の
繰
け
て
居
る

た
め
に
国
家
、
が
貸
借
に
調
し
潟
し
能
よ
所
、
及
び
そ
の

錯
し
能
ム
所
に
よ
っ
.1
閥
家
が
仙
円
幣
に
作
用
じ
得
る
所

を
正
営
に
認
識
す
る
之
さ
が
出
来
な
か
っ
た
。
例
へ
ば

第三十一一一巻

(
九
五
七
)

資

?惑

車l

貨

オ
巾
/
ト

1

・ρ
イ
ン
は
『
国
家
穣
力
が
貨
幣
に
調
し
℃
潟

し
能
よ
所
の
も
の
は
、
唯
純
宣
一
一
一
一
円
的
な
る
部
分
に
限
ら

れ
て
居
る
』
さ
の
ラ
ン
ス
プ
w
y
b

の
主
張
に
反
掛
に
℃

居
る
。
オ
y

ト
1

・A
イ
シ
は
次
の
如
〈
考
へ
て
居
る
。

『
紙
幣
を
接
行
し
得
る
所
の
閥
家
は
、
謀
れ
白
健
に

は
無
償
備
で
あ
る
該
紙
幣
個
片
に
法
的
支
梯
力
、
即

ち
同
一
名
目
額
の
貨
幣
債
務
を
耕
済
す
る
能
カ
を
奥

よ
る
も
の
で
あ
る
。
勝
る
契
約
的
貨
幣
債
務
は
多
難

に
存
在
し
、
其
他
国
民
の
納
税
債
務
も
亦
た
度
外
に

置
か
れ
て
は
な
ら
な
い
。
州
慌
て
法
的
支
梯
力
を
以
℃

楼
一
行
せ
ら
れ
た
紙
幣
仰
片
は
多
数
人
に
取
っ
て
か
伺
mm

で
あ
る
之
さ
は
疑
を
容
れ
な
い
。
国
家
は
助
の
紙
幣

個
片
を
出
来
る
だ
け
高
く
憤
佑
附
け
よ
う
さ
努
め
、

同
様
に
岡
家
よ
り
之
れ
を
得
た
る
者
も
之
れ
を
高
ハ

慣
佑
附
け
よ
う
ご
努
め
る
。
期
〈
し
℃
闘
家
紙
幣
は

一
方
に
於
て
有
用
性
、
若
し
く
は
利
用
性
を
、
他
方

に
於
て
高
慢
性
を
保
持
し
て
居
る
。
是
れ
一
の
物
が

交
換
取
引
に
於
て
一
の
償
格
を
得
、
之
れ
に
よ
っ
て

交
換
償
値
、
換
言
す
れ
ば
購
買
力
を
獲
得
す
る
所
の

の

仮

古宣

一
四
九

第
六
披
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資

貨

?普

車ヰ

(.1) 

ニ
の
珠
定
候
件
で
あ
る
』
さ

3

・コ
3

認
に
於
J

し
事
人
は
一
つ
の
確
定
的
な
、
ま
た
最
も
老

い
章
券
貨
幣
論
岩
仁
於
℃
、
交
換
取
引
に
於
け
る
現
一
質

的
支
梯
用
具
の
常
例
的
な
過
重
、
会
交
換
の
大
部
砂
は

支
捕
に
よ
り
て
行
は
る
る
の
で
は
な
く
、
躍
に
計
算
に

よ
り
て
行
は
る
ろ
事
賓
の
会
主
閑
却
、
殊
に
貨
幣
の
購

買
力
は
所
得
に
依
繋
し
て
居
る
事
賓
の
閑
却
を
見
出
す

の
で
わ
る
。
従
て
余
を
以
て
之
を
翻
れ
ば
、
貨
幣
債
務

は
岡
家
に
よ
り
名
目
債
値
が
輿
え
ら
れ
て
居
る
範
閣
に

於
て
貨
幣
を
以
て
弊
済
し
得
る
さ
の
貨
幣
の
支
榔
用
具

的
職
能
さ
、
其
の
岡
家
的
規
定
の
晴
、
調
さ
は
誇
張
的
で

あ
る
。
余
は
此
の
可
能
性
が
永
績
的
に
貨
幣
の
購
買
力

に
影
響
す
る
も
の
で
あ
る
さ
は
信
ヒ
な
い
。
業
の
理
由

は
外
で
も
な
い
。
法
枠
的
規
定
は
岡
民
経
路
に
於
け
る

所
得
関
係
に
何
等
の
嬢
柁
を
麗
ら
3
な
い
か
ら
で
あ
る

ま
た
、
余
の
視
る
所
に
よ
れ
ば
、
此
の
可
能
性
は
経
験

に
よ
り
て
諮
問

3
れ
て
居
凡
な
い
の
甚
し
き
貨
幣
増
加

古
之
れ
に
悶
つ
℃
起
る
研
得
の
竣
勃
さ
に
某
困
し
℃
物

慣
が
騰
貴
す
る
時
は
債
樺
岩
は
貨
幣
を
以
℃
現
は
2
れ

償

1直

第
六
務

一五

O

た
る
契
約
か
ら
提
失
を
蒙
る
、
即
ち
貸
金
利
子
の
受
領

者
の
類
は
之
れ
で
ゐ
る
、
但
し
利
子
家
賃
及
地
代
は
斯

て
は
之
れ
に
順
臆
し
℃
鑓
勤
す
る
の
で
わ
る
。
誌
に
於

〈
貨
幣
償
倍
を
決
定
す
る
の
は
唯
、
所
得
及
び
甚
し
さ

貨
幣
増
加
に
際
し
て
起
る
所
得
の
繕
動
で
わ
る
Q

併
し

岡
家
の
名
目
債
値
の
決
定
は
常
に
純
然
た
る
宣
言
的
の

も
の
で
わ
り
、
そ
し
℃
金
本
位
な
る
が
ま
た
紙
幣
本
位

な
る
か
は
問
ム
所
で
は
な
い
の
で
わ
る
が
、
唯
前
者
の

場
合
に
於
〈
は
計
算
車
位
の
封
内
購
買
力
が
謝
礼
購
買

力
三
密
接
に
結
合
せ
ち
る
る
乙
古
、
な
る
の
で
あ
る

(
之
に
就
て
は
第
七
章
盛
照
)

岡
家
の
貨
幣
に
艶
し
℃
行
ふ
名
目
憤
低
の
決
定
に
嘗

つ
て
は
一
般
交
換
用
具
、
即
ち
抽
象
的
一
般
的
計
算
単

位
に
封
し
℃
国
家
的
支
掛
用
具
及
川
ω
国
家
法
制
の
意
味

に
於
け
る
貨
幣
の
麗
性
が
明
か
に
現
は
れ
る
。
何
さ
な

れ
ば
岡
家
は
勿
論
此
の
名
目
償
値
本
位
の
金
樫
を
人
潟

的
に
無
よ
り
創
志
す
る
乙
さ
は
出
燕
ね
の
で
あ
っ
℃
、

必
ヤ
在
戒
の
本
位
、
開
過
去
に
於
て
完
成
せ
ら
れ
た
る

一
般
計
隼
単
位
に
耕
合
せ
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
ら



で
わ
る
。
国
家
は
『
弦
に
「
ド
カ

1
ト
し
及
び
「
ク
ロ
イ
チ

Z

F

L

本
位
、
即
ち
百
ブ
ク
ロ
イ
チ
エ

H

し
を
以

τ
一「ド

ヵ
1
ト
L

ざ
す
』
さ
宣
言
す
る
こ
さ
は
出
来
ぬ
の
で
わ

り
、
新
に
浩
一
回
せ
ら
れ
た
る
各
貨
幣
は
在
来
の
貨
幣
に

結
合
す
る
乙
芝
、
即
ち
慣
用
せ
ら
れ
来
っ
た
一
切
の
債

格
及
所
得
の
計
算
的
基
礎
を
形
成
し
て
居
た
一
般
的
計

算
四
単
位
に
事
賃
上
結
合
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
之
れ
は
岡
家

d
v

金
本
位
を
布
告
す
る
場
合
、
例
へ
ば
一
一
封
の
金
よ
り

百
『
ド
カ

1
ト
』
が
鋳
造
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
乙
さ
を
規

定
す
ぷ
場
合
に
於
て
す
ら
、
其
の
性
質
上
必
要
な
る
所

で
み
る
。
地
の
場
合
に
於

τ取
引
は
即
時
一
般
計
箆
単

位
た
る
『
マ
グ
ク
』
に
換
債
せ
ら
れ
、
之
に
競
っ
て
乙

の
慣
格
さ
所
得
が
形
成
せ
ら
れ
る
で
め
ら
う
a

此
の
法
的
支
梯
用
具
ご
し
て
の
貨
幣
の
過
重
は
業
他

の
多
数
の
事
者
に
於
て
も
鵠
ら
れ
る
。
例
へ
ば
へ
U
F

プ

エ
?
ヒ
は
「
帝
瑚
令
貨
は
其
受
領
者
に
よ
っ
て
其
の
寅

ら
む
さ
挟
す
ろ
荷
品
ご
し
て
受
吋
ら
る
る
も
の
で
は
な

〈
、
法
律
に
工
り
て
保
持
せ
ら
れ
℃
居
る
法
的
支
榔
用

具
ご
し
て
受
取
ら
れ
る
」
芭
一
言
っ
て
居
る
ハ
go--m-gu)
。

第
三
十
一
一
一
巻

ハ
九
五
九
)

賃

懲

資

料

綴
り
に
貨
幣
の
商
品
性
を
説
明
外
に
が
、
℃
も
、
へ
炉

プ
エ
η
ノ
ヒ
の
主
張
は
貨
幣
流
通
の
大
多
数
の
場
合
に
常

飯
ら
泊
乙
さ
は
確
か
で
あ
る
。
今
戦
争
に
際
し
℃
専
ら

紙
幣
の
み
減
通
し
℃
居
っ
て
法
的
支
搬
用
具
の
特
性
は

愈
々
重
大
な
る
意
味
を
有
つ
場
合
二
於
て

3
へ
も
、
貨

幣
の
法
的
基
礎
を
考
慮
す
る
者
は
な
い
。
何
人
も
全
〈

支
掛
用
具
に
就
て
考
底
ず
る
の
で
は
な
く
、
業
の
第
三

者
よ
h

リ
請
求
す
る
乙
さ
の
由
来
る
所
得
品
川
を
考
慮
し
℃

居
る
の
で
あ
り
、
果
し
℃
法
的
支
沸
用
具
に
ょ
っ
℃
支

梯
は
れ
ゐ
る
か
、
銀
行
勘
定
の
如
き
も
の
に
よ
っ
て
計

算
せ
ら
る
る
か
は
問
よ
所
で
は
な
い
。
結
局
そ
の
考
慮

す
る
所
は
費
財
を
以
℃
欲
望
一
に
封
し
何
を
満
足
し
得
る

か
に
在
る
。
そ
し
て
貨
幣
は
之
れ
を
商
品
さ
名
附
〈
る

乙
ご
は
出
来
な
い
。
其
の
故
は
民
融
市
個
所
が
移
帥
押
せ
ら

れ
る
の
で
は
全
然
な
く
し
℃
、
単
に
計
算
せ
ら
れ
た
る

即
ち
現
存
の
計
算
出
早
位
に
於
〈
現
は

3
れ
℃
掛
る
所
の

額
、
即
ち
結
句
に
於

τ所
得
分
が
移
嶋
せ
ら
れ
る
も
の

で
あ
る
か
ら
で
わ
る
。

最
近
名
目
主
義
者
で
は
ゐ
る
が
、
趨
山
山
田
に
指
閥
的
学
説

吃》

僚

値

第
大
競

五



第
三
十
三
巻

〈
九
六

O〉

資

事干

貨

f嘗

の

の
代
表
者
ご
も
、
章
部
付
事
誌
の
代
表
者
さ
も
稿
す
る
こ

芯
の
出
来
な
い
若
干
の
薯
者
が
あ
る
。
何
さ
な
れ
ば
彼

等
は
此
の
問
問
に
劃
し
て
何
事
の
擁
常
的
の
見
僻
を
持

し
て
居
ら
ね
か
ら
で
あ
る
。
殊
じ
ブ
オ
ン
・
グ
ヰ
ザ
ー

は
之
れ
に
属
し
ま
た
威
る
関
係
仁
於
て
オ
y
ト

1
・
ρ

ィ
シ
も
之
れ
で
あ
る
。
椴
等
は
貨
幣
債
値
を
貨
幣
を
以

て
購
買
す
る
之
さ
の
出
来
る
物
財
の
慣
値
よ
り
事
か
り

さ
企
℃
、
特
に
フ
ォ
ン
・
グ
ヰ
ザ
ー
は
所
得
は
貨
幣
債

催
、
決
定
の
基
礎
で
あ
る
さ
観
識
し
た
が
、
費
に
此
の
節

に
於
て
は
吾
人
の
見
解
に
接
近
し
て
屑
る
の
で
あ
る

戸。.】
q
P
E
E
L
g
ι

。円印
C
N

一担町
r
。目。巴一。.回
mwロ
門
凶

u
r
g
。E
Z
E
E
-
U
C
H
出〉。

併
し
殺
は
未
だ
限
界
利
用
事
者
さ
し
て
利
用
さ
稀
少
牲

に
よ
っ
℃
決
定
せ
ら
る
る
財
の
絶
掛
僧
位
を
信
奉
し
℃

貨
幣
の
欄
民
経
務
的
、
客
翻
的
安
際
情
備
を
認
め
て
居

る(即日
ou
。
是
れ
は
貨
幣
が
一
般
物
慣
に
よ
り
℃
闘
民
経

源
的
過
程
に
於
け
る
凡
て
の
皆
事
者
仁
劃

L
保
持
し
℃

居
る
所
の
通
用
力
さ
定
義
せ
ら
る
Q

併
し
英
の
よ
う
な

乙
さ
は
な
い
言
ム
乙
ご
は
吾
人
が
穂
に
詳
論
し
た
所
に

よ
り
明
か
で
あ
ち
う
。
プ
オ
シ
・
グ
#
ザ
ー
に
於
け
る

償

健

五

第
六
一
蹴

準
歩
は
殺
が
原
則
に
於
て
貨
幣
債
個
の
所
得
に
制
到
す
る

関
係
を
認
識
し
た
る
乙
さ
に
在
る
が
、
業
の
債
値
準
設

ご
所
符
も
亦
先
原
別
記
し
て
財
川
U
R
7

量
ご
し

τ現
は
れ

る
て
よ
会
〈
巌
格
な
る
唯
物
的
見
僻
の
基
礎
仁
立
っ
た

た
め
、
殺
は
純
主
観
的
な
る
個
人
的
貨
幣
甑
に
到
姥
し

て
居
ら
ぬ
F

即
も
困
民
解
糖
に
闘
す
る
殺
の
貝
解
の
金

鶴
は
一
枇
曾
的
考
察
を
固
持
す
る
乙
J
Y

」
に
よ
り
℃
邪
道
に

導
か
れ
て
居
る
。
乏
れ
に
闘
L
て
は

NOXω

凸互

P
E
E
r
-
r

∞

切

告

白

色

ロ

S"
に
於
げ
る
詳
細
な
る
拙
論
ゐ
比
較
す
べ

L
V
Q

そ
し

殊
に
異
に
其
ρ
名
に
倍
す
る
程
の
債
格
理
論
が
候
除
し

て
居
っ
た
た
め
に
、
貨
幣
本
質
に
闘
し
て
屡
々
正
鵠
に

営
れ
る
被
の
見
解
も
、
不
明
瞭
ご
な
b'
、
無
税
撲
で
ゐ

、
り
い
く
ら
よ
く
見
℃
も
著
る
し

3
唯
物
的
鞍
量
的
な
る

際
系
中
の
ま
詮
り
物
た
る
に
踊
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

(
未
完
)


